
＜お詫びと訂正＞ 

以下の内容について訂正しお詫び申し上げます。 
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1
ＧＴＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｅｃｈ　Ｓｔｒｅａｍ）準備・収納
　及びダイアグノシス確認・消去・更新

－ 要 0.2 ＊３

2
①ステアリングセンサ０点取得
②ステアリングセンサ初期化
③サーボモータ初期化

全仕様 － 0.1 ＊４

インテリジェントクリアランスソナーシステム設定
　（フロント）簡易検査 － 0.1 ＊５

①追加作業（検知検査） 要 0.5
＊６
＊８

②追加作業（詳細検査） 要 1.2
＊７
＊８

インテリジェントクリアランスソナーシステム設定
　（リヤ）簡易検査 － 0.1 ＊５

①追加作業
　簡易検査後、検知検査の場合 要 0.5

＊６
＊８

②追加作業
　簡易検査後、詳細検査の場合 要 1.2

＊７
＊８

5 ミリメータウェーブレーダセンサＡｓｓｙ調整
プリクラッシュセーフティシステム
（ミリ波レーダ方式） 要 0.4 ● ＊８

6

①リニア弁オフセット学習、ブレーキペダルストロークセンサ０点学
習値およびヨーレートセンサ＆Ｇセンサ０点記憶消去
②リニア弁オフセット学習、ブレーキペダルストロークセンサ０点学
習およびヨレートセンサ＆Ｇセンサ０点取得実施
②テストモード点検（スピードセンサ系統）
③ブレーキラインエア抜き

全仕様 要 0.3 ● ● ● ＊８

7 パワーウインドウシステム初期化 全仕様 － 0.1 ●

8 バックカメラ光軸調整 バックガイドモニタシステム － 0.3 ● ● ● ●

9 ヘッドランプレベリングコンピュータ初期化
バイキセノン式（ディスチャージ）ヘッドランプ
（オートレベリング機能・ＬＥＤクリアランスランプ付） 要 0.1 ● ● ●

＊８
＊９

10 回転角センサ出力補正およびトルクセンサ０点補正 全仕様 要 0.1 　●　 ● ＊８
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自研センターニュース 2015年 2月号、2015年 3月号 

電子機器部品等の再設定作業時間（参考値）【トヨタ クラウンハイブリッド AWS210系】 

 

赤字：訂正箇所 

2015年 2月号 P13、2015年 3月号 P20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 2月号 P14、2015年 3月号 P21 

誤 

＜再設定作業時間(参考値)の算出例＞ 

プリクラッシュセーフティシステムを装備した車両で、B125(ミリメータウェーブレーダセンサ Assy

（脱着)の作業を行った場合に再設定作業が必要となり、以下のように算出します。 

 参考値 

１ ＧＴＳ準備･収納 =0.2 

２ ①ステアリングセンサ０点取得、 

②ステアリングセンサ初期化、③サーボモータ初期化 

 =0.1 

５ ミリメータウェーブレーダセンサ Assy 調整 =0.4 

再設定作業時間合計 0.7 となります 
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＜再設定作業時間(参考値)の算出例＞ 

プリクラッシュセーフティシステムを装備した車両で、補機バッテリターミナル脱着作業があり、B020

フロントバンパカバー取替、B125 ミリメータウェーブレーダセンサ Assy（脱着）の作業を行った場合

に再設定作業が必要となり、以下のように算出します。 

 

 参考値 

１ ＧＴＳ準備･収納 =0.2 

２ ①ステアリングセンサ０点取得、 

②ステアリングセンサ初期化、③サーボモータ初期化 

 =0.1 

３ インテリジェントクリアランスソナーシステム設定 

（フロント）簡易検査 =0.1 

①追加作業 （簡易検査後、検知検査の場合） =0.5 

５ ミリメータウェーブレーダセンサ Assy 調整 =0.4 

2015年 3月号 P25 

誤 

①リニア弁オフセット学習、ブレーキペダルストロークセンサ０点学習値およびヨーレートセンサ＆

Ｇセンサ０点記憶消去 

・シフトレバーがＰポジションにあることを確認し、ＧＴＳをＯＮにする 

・ＧＴＳの画面操作に従い“シャシ”→“ＡＢＳ・ＶＳＣ・ＴＲＣ”→“作業サポート”→“バック

アップメモリ消去”を選択、実行する 

・ＩＧ ＯＦＦにする 
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①ヨーレートセンサ＆Ｇセンサ０点取得実施 

・シフトレバーがＰポジションにあることを確認し、ＧＴＳをＯＮにする 

・ＧＴＳの画面表示に従い“シャシ”→“ＡＢＳ・ＶＳＣ・ＴＲＣ”→“作業サポート”→“ヨーレ

ート・Ｇセンサ０点記憶消去”を選択、実行する 

・ＧＴＳの画面表示に従い“シャシ”→“ＡＢＳ・ＶＳＣ・ＴＲＣ”→“作業サポート”→“チェッ

クモード移行”を選択、実行する 

・チェックモード移行を実行してから約４秒間車両静止状態を保ち、ＡＢＳウォーニングランプおよ

びスリップインジケータランプがテストモード表示（０．１２５秒点灯、０．１２５秒消灯の点滅）

になることを確認する 

・ＩＧ ＯＦＦにする 

・ＩＧ ＯＮにして、ランプ表示がテストモード表示（０．１２５秒点灯、０．１２５秒消灯の点滅）

をしていないことを確認する 

 

  

再設定作業時間は合計 1.3 となります 



2015年 3月号 P25 

誤 

②リニア弁オフセット学習、ブレーキペダルストロークセンサ０点学習およびヨーレートセンサ＆Ｇ

センサ０点取得実施 

・シフトレバーがＰポジションにあることを確認し、ＧＴＳをＯＮにする 

・ＧＴＳの画面操作に従い“シャシ”→“ＡＢＳ・ＶＳＣ・ＴＲＣ”→“作業サポート”→“電子制

御ブレーキサポート”→“リニア弁オフセット学習”を選択する 

・画面に従いリニア弁オフセット学習を実行する。実行中は、テストモードに移行する 

・リニア弁オフセット学習を実行してから約２分間ブレーキペダルを操作せずに車両静止状態を保ち、

ブレーキウォーニングランプ（黄）の点滅が１秒周期～０．２５秒周期の早い点滅に変化すること

を確認する 

・テストモードコードＣ１３４６（ストロークセンサ０点学習異常）が出力されていないことを確認

する 

正 

②テストモード点検（スピードセンサ系統） 

・テストモード起動 

パーキングブレーキをＯＮ、シフトレバーがＰポジションにあることを確認する 

ＧＴＳを操作してテストモードに移行する 

ステアリングをニュートラルにし、ＲＥＡＤＹ ＯＮにする 

テストモード起動時、ＡＢＳウォーニングランプ、ブレーキウォーニングランプ(黄)およびスリッ

プインジケータランプがテストモード点滅(０．１２５秒点灯、０．１２５秒消灯)になっているこ

とを確認する 

・Ｇセンサチェック、マスタシリンダ圧センサチェック 

平坦な場所で、車両を１秒以上停止させる 

車両停車状態でブレーキペダルを１秒以上開放した後、素早く強い踏力でペダルを踏んだとき、Ａ

ＢＳウォーニングランプが点灯することを確認する 

・スピードセンサチェック 

ハンドル直進状態でホイールスピンせずに発進し、任意に時速４５ｋｍ/ｈ以上まで速度を上げる 

車速３ｋｍ/ｈ以上の速度で、３秒以上後退走行する(スピードセンサの後退信号チェックのため) 

ＡＢＳウォーニングランプが消灯することを確認する 

 


